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中経連　2022.かけてら読み解くことがで
きる。まず、戦 これるようになった。当初の山城は、山
の上に武家屋敷をつくって、周りに家臣が住むと
いった従来通りの並列的な構図だった。
信長はな叙袈信召叙灼信翁嵯乗Ｚは嵯乗将と周７う´ぼ絡う没僚に所狐棲う上は午取憂狐 接堆少棲傷こ召て接堆た接石垣を使って

防御を固め、家臣の住む屋敷周辺には石垣を使わ
ないといった差別化した構図を採用することで、
信長を唯一絶対の頂点とする格差を目に見える形
で表現でと目 を

こ

点め こ

目 を

辺
。

（第11回定時総会の概要は７・８月号にて掲載済み。）

第11回定時総会 記念講演会
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辺にのみ石垣を使って
防御を固め、家臣の住む屋敷周辺には石垣を使わ
ないといった差別化した構図を採用することで、
信長を唯一絶対の頂停た新たな権威の象徴を創造する対的な自立を承認する並立て

の城づくりを行う必要がなくなってきたことから、
軍事機能の簡略化を前提 央に大路があり、両側には築地

塀

で仕切られている条坊制という構図が一般的だ
った。では、現代の我々がよく目にする長方形の街
区と短冊形に地般x たfl と れ い隑丼ㇺ Xミ 目 条 た の ¤た 条 め U条 条 条形V街だだとれ だう ウ だ 的 ¤形た 条 た 鶗 条 鶗形Uら っ 捐 捐 捐 築 だ築すす 仕 す っ形 仕、 だ ㇺ す 仕 は仕

っ、 形Âきっ 的 的 的 れだ だ x



懇談会

カーボンニュートラルの実現に向けた
意見・要望　

●燃料費の高騰から原子力発
電所の再稼働に目が向いて
いるが、そこに留まらず、日本
の核燃料サイクル確立に向け
て本当の議論の必要性を感
じる。中経連の主要施策にも
精 い

む。

∵料 栗ら X㎈ 栗妰 ⏊

論 施 立潤沢に受けられる中部圏と
いう全体像を中経連に構築いただきたい。〈三重〉

● 〈
展開している。地酒・酒器・郷土

食という地域の産業・文化を酒んでい
る。〈岐阜〉

●グリーン・サスティナブル・ゼロエミッションをキー
ワードに、飛騨周波数変換所や奥飛騨の中尾
地熱発電所を舞台にインフロ岐ーナグを

い の で シ
ー ス騨ー ン のをンー スシ ゼく゚ド ゼしンぽ胸ヨ
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立した。リスキリングやＤＸ
人材の育成などで、地域に況である。

また、２年に１回よるが、
当社で自己啓発的なことに手をあげる従業員は
まず見込めな 、 見 ず


